
 

五島市の給与・定員管理等について 
 

 
１ 総括 
 

（１） 人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳人口 

（２３年度末） 
歳出額 Ａ 実質収支 人件費 Ｂ 

人件費率 

Ｂ/Ａ 

(参考) 

２２年度の

人件費率 

２３年度 ４１，２７４人 
288 億 3,106 万 1

千円 

9 億 1,971 万 6

千円 

54 億 1,034 万 8 

千円 
１８．８% １8．２%

※ 人件費には、退職手当事業負担金及び特別職に支給される給料・報酬等を含みます。 

 

（２） 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 

 

職員数 

  Ａ 

給   与   費 １人当たり

給与費 

Ｂ／Ａ 給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計  Ｂ 

２３年度 ５５１人 
22 億 7,758 万 5 

千円 

3 億 3,997 万 1

千円 

8 億 2,486 万 6

千円 

34 億 4,242 万 2

千円 

624 万 8

千円 

※  職員手当には退職手当を含みません。 

 

（３） 給与の抑制措置 

① 職員の給料の１０％引き下げ 

平成１８年４月１日から平成２１年３月３１日までの３か年間実施 

 

②-ア 常勤の特別職給料の２０％引き下げ 

平成１８年４月１日から平成２１年３月３１日までの３か年間実施 

役  職 引き下げ前の給料月額 引き下げ後の給料月額 引き下げ額 

市  長 ８３０，０００円 ６６４，０００円 １６６，０００円 

副 市 長 ６８０，０００円 ５４４，０００円 １３６，０００円 

教 育 長 ６０３，０００円 ４８２，４００円 １２０，６００円 



 

②-イ 常勤の特別職給料の１０％引き下げ 

平成２１年４月１日から実施 

役  職 引き下げ前の給料月額 引き下げ後の給料月額 引き下げ額 

市  長 ８３０，０００円 ７４７，０００円 ８３，０００円 

副 市 長 ６８０，０００円 ６１２，０００円 ６８，０００円 

教 育 長 ６０３，０００円 ５４２，７００円 ６０，３００円 

 

③ 管理職手当の支給率を１～２％引き下げ 

平成１７年４月１日から平成２３年３月３１日までの６か年間実施 

役  職 引き下げ前 引き下げ後 

課 長 級 給料月額の１２％ 給料月額の１０％ 

課長補佐級 給料月額の ８％ 給料月額の ７％ 

  

（４）ラスパイレス指数の状況（平成２４年４月１日現在） 
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※  ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数

です。 

※  「参考値」は、国家公務員の時限的な（2 年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の値です。 

※  類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したもので

す。 

 

２ 一般行政職給料表の状況（平成２４年４月１日現在） 
（単位：円） 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

１号給の 

給料月額 
135,600 185,800 222,900 261,900 289,200 320,600

最高号給の 

給料月額 
243,700 307,800 354,700 388,300 400,600 422,600

（参考値） 



 

３ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 
 

（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 

   （平成２４年４月１日現在） 
 

①一般行政職 

区 分 平均年齢      平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国ベース） 

五 島 市 ４３．９歳 ３３９，８００円 ３９０，２３５円 ３６８，３４０円 

長 崎 県 ４３．５歳 ３３６，９４５円 ４２０，９６０円 ３７７，６０３円 

国 ４２．８歳 
３０４，９４４円 

（３２９，９１７円）
― 

３７２，９０６円 

（４０１，７８９円）

類 似 団 体 ４３．０歳 ３２３，７５６円 ３７３，９４１円 ３４９，８０６円 

 

②技能労務職 

 

区   分 

公 務 員 民  間 参 考

平均年齢 職員数 

（人） 

平均給料 

月額 

平均給与 

月額 

（Ａ） 

平均給与 

月額（国ベー

ス） 

対応する

民間の 

類似職種

平均年齢 

 

平均給与月額

 

（Ｂ） 

Ａ／Ｂ

五 島 市 49.3 歳 24 369,800 円 394,771

円

389,846 円  ―    

 うち用務員 50.2 歳 20 372,500 円 396,870

円

392,170 円 用務員 54.3 歳 198,960

円

1.99

うち運転手 45.2 歳   2 347,300 円 385,200

円

379,100 円 自家用乗

用自動車

運転者 

56.0 歳 219,200

円

1.75

長 崎 県 50.2 歳 461 333,067

円

389,758

円

366,292

円

 ―    

国 49.7 歳 3,479 270,465

（285,030）

円

 

  － 307,506

（323,181）

円

 ―    

類似団体 49.2 歳 25 307,716

円

331,694

円

320,458

円

 ―    

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 民間のデータは、厚生労働省が公表する「賃金構造基本統計調査」（賃金センサス）の職種別の数値を３ヶ年平均 

（平成 21 年度から平成２3 年度）したものです。 

※ 技能労務職の職種と民間の職種の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致するものではありま

せん。 

※ 年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、公務員におい

ては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。 

 

③小・中学校（幼稚園）教育職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国ベース） 

五 島 市 ３７．４歳 ３０５，９００円 ３２９，１３３円 ３１９，４４４円

長 崎 県 ４３．８歳 ３７０，３０４円 ４２３，９２３円 ― 

類 似 団 体 ４２．８歳 ３１４，５３７円 ３３４，０６８円 ― 

 

④消防職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国ベース） 

五 島 市 ３７．４歳 ２８１，４００円 ３３３，１５３円 ３０４，４４９円

類 似 団 体 ３８．６歳 ２９２，１１４円 ３５１，３４７円 ３１８，９２５円

※  「平均給料月額」とは、平成２４年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。                               

※ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計

したものです。また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の

手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。 

※ 国家公務員欄における「平均給料月額」及び「平均給与月額(国ベース)」の括弧書きは、給与改定特例法による措置がない

とした場合の値(減額前)です。 

 

 

 

区  分 

 

参      考 

年収ベース（試算値）の比較 

公 務 員 

（Ｃ）

民  間 

（Ｄ） 

Ｃ／Ｄ 

五島市 ６，３６０，１５２円     －    － 

 うち用務員 ６，３５８，５８８円 ２，７７６，２２０円 ２．２９ 

うち運転手 ６，１５０，７４９円 ３，１２３，５００円 １．９６ 



 

（２）職員の初任給の状況（平成２４年４月１日現在） 

区   分 
五島市 長崎県 国 

初任給 

一般行政職 

大学卒 １７２，２００円 １７２，２００円 
１６３，９８７円 

（１７２，２００円）

高校卒 １４０，１００円 １４０，１００円 
１３３，４１８円 

（１４０，１００円）

技能労務職 高校卒 １４０，１００円 １５４，３００円 －     

 

（３）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成２４年４月１日現在） 

区   分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年 

一般行政職 
大学卒 ２７０，２３３円 ３２３，５２５円 ３５７，４６０円 

高校卒 ２２２，１００円 ２６８，３００円 ３３０，４１７円 

技能労務職 高校卒 － － － 

※ 経験年数に近似の職員がいない項目は、空欄となっています。 

 

４ 一般行政職の級別職員数等の状況 
 

（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成２４年４月１日現在） 

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比 

６級 
課長 

支所長 
３２人 ８．２％

５級 課長補佐 ８７人 ２２．１％

４級 係長 １７８人 ４５．３％

３級 
係長 

上級係員 
６３人 １６．０％

２級 上級係員 １４人 ３．６％

１級 事務職員 １９人 ４．８％

※ 五島市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

  ※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 
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※ 平成２０年１月に８級制から６級制に変更しています。 

（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び５級をそれぞれ統合） 

 

（２）昇給への勤務成績の反映状況 

 

○ 勤務成績が良好でない者（昇給日前１年間の６分の１に相当する期間の日数以上の

日数を勤務していない職員等、昇給日前１年間において、懲戒処分に処された者な

ど）は、号給の調整が行われます。 

○ 平成２０年度から人事評価制度を試行しています。 

 

 

５ 職員の手当の状況 

 

（１） 期末手当・勤勉手当 

五 島 市（企業職を除く） 長  崎  県 国 

１人当たり平均支給額 
（平成２３年度） 

１４７万３千円 

１人当たり平均支給額 
（平成２３年度）

１５９万１千円 
－ 

（平成２３年度支給割合） 
  期末手当      勤勉手当 
  ２．６０ 月分  １．３５月分 
  (１．４５)月分  (０．６５)月分 

（平成２３年度支給割合） 
  期末手当      勤勉手当 
  ２．６０ 月分   １．３５月分
  (１．４５)月分   (０．６５)月分

（平成２３年度支給割合） 
  期末手当      勤勉手当 
  ２．６０ 月分   １．３５月分
  (１．４５)月分   (０．６５)月分

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による

加算措置 
・役職加算    ５～１５％ 

 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加

算措置 
・役職加算    ５～２０％ 
・管理職加算  １０～２０％ 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加

算措置 
・役職加算    ５～２０％ 
・管理職加算  １０～２５％ 

※ (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 



【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況 

○ 成績率 

・標準：70.0/100 

・基準日前６ヶ月において、懲戒処分を受けた者：48/100 から 31/100 

○ 期間率 

・ 標準：期間率100/100 

・ 基準日前６ヶ月において、勤務しなかった日から週休日、休日を除いた期間が 

３０日を超える場合は除算期間となります。 

 

（２） 退職手当（平成２４年４月１日現在） 

五   島   市 国 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年 

勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分 勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分

勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分 勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分

勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分 最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分

 その他の加算措置 

 ・定年前早期退職特例措置 （２%～２０%加算）

  

 その他の加算措置 

 ・定年前早期退職特例措置 （2%～20%加算）

   

１人当たり 

平均支給額 

自己都合 勧奨・定年 

４５０万１千円 ２,２１２万２千円

※ 五島市は、長崎県市町村総合事務組合の退職手当事業に加入しており、支給率は同組合の支給条例に基づ

くものです。なお、退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２２年度に退職した全職種に係る職員に支

給された平均額です。 

 

（３）特殊勤務手当（平成２４年４月１日現在） 

 

区     分 企業職を除く 

支給実績（平成２３年度決算－企業職を除く） ２，５６４万６千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成２３年度決算） ２９４，７８１円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２３年度） １３．８％

手当の種類（手当数） １３

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
左記職員に対する支給

単価 

徴収事務従事者

手当 

市税の徴収事務に専従する職

員 

市税の徴収事務 月額  ３，５００円 



福祉事務従事者

手当 

福祉事務従事職員のうち、現

業又は査察事務に従事する職

員 

福祉事務のうち、現業又

は査察事務 

月額  ８，８００円 

行旅死亡人等収

容手当 

行旅死亡人・行旅病人の収容

に従事した職員 

行旅死亡人、行旅病人の

収容 

行旅死亡人の収容 

１件につき 4,000 円 

行旅病人の収容 

１件につき 1,600 円 

感染症防疫作業

従事者手当 

感染の危険がある作業等に従

事した職員 

感染症又は家畜伝染病が

発生し、又は発生するお

それがある場合におい

て、感染症の患者若しく

は患畜若しくは感染症の

疑いのある患者若しくは

疑似患畜の救護又は感染

症の病原体の付着した物

件若しくは付着の危険が

ある物件の処理作業 

日額 600 円 

高所勤務手当 

地上５メートル以上の箇所に

おいて工事の指導監督又は作

業に従事する職員 

地上５メートル以上の箇

所において工事の指導監

督又は作業 

日額 ２７０円 

医師手当 

本市の診療所で医療に従事す

る医師 

 

本市の診療所で医療に従

事する医師に対し支給す

る。ただし、次のいずれ

かに該当する医師に対し

ては、それぞれ次に定め

る額を加算した額を支給

する。       

ア）国民健康保険玉之浦

診療所に勤務する医師

月額 30 万（別途、経過

措置有） 

イ）市長が必要と認めた

医療に従事した医師  

１回 22，000 円 

月額３０８，０００円 

別途、ア・イを加算する。

ア）３００，０００円 

イ）１回２２，０００円

往診手当 
本市の診療所の医師で往診に

従事するもの 

本市の診療所の医師で往

診に従事するもの 

往診料の額 

（３０万円限度） 

校医手当 

本市の診療所の医師で市内の

小中学校の校医 

本市の診療所の医師で市

内の小中学校の校医であ

るもの 

１校につき 

年額 ７５，５００円 

保育所医手当 
本市の診療所の医師で市内の

保育所医 

本市の診療所の医師で市

内の保育所医であるもの 

１保育所につき 

年額 ２０，０００円 



予防接種手当 
本市の診療所の医師で予防接

種に従事するもの 

予防接種に従事 １日  ２，７００円 

離島勤務手当 

離島に所在する出張所等に勤

務する職員 

離島に所在する出張所

（出張所分室を含む。）、

診療所（分院を含む。）、

小中学校及び保育所に勤

務する職員 

月額２３，０００円 

ただし、支給日から３年

を経過した者及び通勤

により勤務する者につ

いては、月額３，０００

円 

用地交渉手当 

用地交渉業務に従事する職員 用地の取得又は処分のた

め継続的に交渉業務に従

事 

日額３５０円 

放射線取扱手当 

放射線照射作業に従事する職

員 

エックス線その他の放射

線を人体に対して照射す

る作業に従事 

日額２３０円 

 

（４） 時間外勤務手当 

 

支給実績（平成２３年度決算－企業職を除く） ９，１６２万１千円

職員１人当たり平均支給年額（平成２３年度決算） １７万７千円

支給実績（平成２２年度決算） ８，２７５万６千円

職員１人当たり平均支給年額（平成２２年度決算） １６万２千円

 

（５） その他の手当（平成２４年４月１日現在） 

 

手当名 内容及び支給単価 
国の制

度との

異同 

国 の 制 度

と 異 な る

内容 

支給実績 

（平成２３年

度 決 算 - 企 業

職を除く） 

支給職員１人

当たり平均支

給年額 

扶養手当 

配偶者             13,000 円

同じ  
1億 1,223万 

1 千円 
251,076 円

配
偶
者
以
外 

配偶者以外の扶養親族      6,500 円

配偶者のいない職員の扶養親族のうち１人 

11,000 円

満16歳の年度初めから満22歳の年度末ま

での子           5,000 円加算

 

地域手当 

 

当該地域における民間の賃金水準を基礎とし、当

該地域における物価等を考慮して規則で定める

地域に在勤する職員に支給する 

同じ  37 万 4 千円 93,444 円

住居手当 
借家・借間居住職員（月.額 12,000 円を超える

家賃を支払っている職員）   27,000 円以内
同じ  

4,606 万 

3 千円 
246,325 円

通勤手当 

交通機関を利用して通勤する職員(2km 以上) 

55,000 円以内
同じ  

3,136 万 

7 千円 
86,172 円

自動車等交通用具を使用して通勤する職員

(2km 以上・使用距離に応じて) 27,100 円以内



単身赴任

手当 

公署を異にする異動等に伴い転居し、やむを得な

い事情により配偶者と別居することとなった職

員で、当該異動の直前の住居から当該異動の直後

に在勤する公署に通勤することが困難であると

認められるもののうち、単身で生活することを常

況とする職員 

・23,000 円＋加算額 

※加算額は距離に応じて6,000円～45,000円

同じ  431万8千円 287,867 円

管理職手

当 

管理又は監督の地位にある職員 

・課長級：給料月額の 12％ 

・課長補佐級：給料月額の 8％ 

(※ただし、H17.4.1 からＨ23.3.31 までの間

12%は 10%、8%は 7%で支給する) 
異なる

人事院規則

9-17 （ 俸

給の特別調

整額）第 1

条、別表第

1 に お い

て、組織別、

官職別に指

定され、区

分別に定額

の手当額が

定められて

います 

4,021 万 

7 千円 
496,508 円

初任給調

整手当 

医療職給料表の適用を受ける職員の職に新たに

採用された職員  

・410,900 円(採用の日から 35 年の期間に限

る) 

異なる

国：職員の

区分及び採

用の日以後

の期間の区

分に応じて

額が変動 

1,356 万円 
4,519,900

円

休日勤務

手当 

休日において正規の勤務時間中に勤務すること

を命ぜられ、勤務した場合 

※勤務１時間当たりの給与額×135/100×休

日勤務時間数 

異なる

※勤務１時

間当たりの

給与額の算

出方法が異

なる 

3,019 万 

9 千円 
198,681 円

宿日直手

当 

宿日直勤務を命ぜられた職員 

・勤務１回につき 4,200 円（入院患者の病状の

急変等に対処するための医師の宿日直勤務にあ

っては 20,000 円、看護師の宿日直勤務にあっ

ては 7,200 円） 

異なる

国：勤務時

間が 5 時間

未満の場合

は、百分の

五十を乗じ

て得た額 

678 万円 

7 千円 
617,018 円

夜間勤務

手当 

正規の勤務時間として午後 10 時から翌日の午

前５時までの間に勤務した場合 

※勤務１時間当たりの給与額×25/100×夜間

勤務時間数 

異なる

※勤務１時

間当たりの

給与額の算

出方法が異

なる 

302万9千円 36,936 円

管理職員

特別勤務

手当 

管理職手当を受給している職員が、臨時又は緊急

の必要等により、週休日、休日等に勤務した場合

・課長級：6,000 円 ・課長補佐級：4,000 円

異なる

国：職員に

適用される

棒給の特別

調整額の区

分等に応じ

支給額が異

なる 

－ －

 

へき地手

当 

 

教育委員会に勤務する指導主事に対し、長崎県市

町村立学校県費負担職員の給与等に関する条例

第１０条の５の規定に準じて支給する。 

・給料及び扶養手当の月額の合計額の 100 分の

25 を超えない範囲内 

  310万7千円 443,870 円

へき地手

当に準ず

る手当 

 

教育委員会に勤務する指導主事に対し、長崎県市

町村立学校県費負担職員の給与等に関する条例

第１０条の６の規定に準じて支給する。 

・給料及び扶養手当の月額の合計額の 100 分の

4 を超えない範囲内 

  124万8千円 207,929 円

義務教育

等教員特

別手当 

 

教育委員会に勤務する指導主事に対し、長崎県市

町村立学校県費負担職員の給与等に関する条例

第１８条の２の規定に準じて支給する。 

・月額 22，000 円を超えない範囲内 

  61 万 6 千円 87,943 円



特定任期

付職員業

績手当 

特定任期付職員のうち、特に顕著な業績を挙げた

と認められる職員 

・給料月額に相当する額 

同じ  110万7千円 
1,107,000

円

 

６ 特別職の報酬等の状況（平成２４年４月１日現在） 

 

区   分 給料月額等 （参考）類似団体における最高／最低額

給 

料 

市 長 

副市長 

 

８３０，０００円 （７４７，０００円）

６８０，０００円 （６１２，０００円）

 

 

９８９,０００円／２５９,０００円 

８１６,０００円／４８３,０００円 

 

報 

酬 

議 長 

副議長 

議 員 

４３３，０００円  

３５１，０００円  

３３５，０００円  

５４５,０００円／２３０,０００円 

４７４,０００円／２００,０００円 

４５０,０００円／１８０,０００円 

期 

末 

手 

当 

市 長 

副市長 

（平成２３年度支給割合） 

２．９５月分 

議 長 

副議長 

議 員 

（平成２３年度支給割合） 

２．９５月分 

退
職
手
当 

市 長 

副市長 

 （算定方式）               （１期の手当額）    （支給時期）

給料月額×支給割合 600/100×在職年数  19,920,000 円      任期毎  

 給料月額×支給割合 360/100×在職年数   9,792,000 円       任期毎

 

※ 市長、副市長については平成２１年４月１日から給料の１０％減額を実施しており、（ ）書きは減額

後の額です。 

※ 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）

勤めた場合における退職手当の見込額です。 

 



７ 職員数の状況 
 

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 

 

    区 分 

 

部 門 

増減数 増減数 増減数 主な増減理由 

平成 2３年 

4 月 1 日現在

平成 2４年 

4 月 1 日現在
  

普 

通 

会 

計 

部 

門 

一
般
行
政
部
門 

議  会 5 5

退職不補充による減員 

総  務 146 133 ▲13

税  務  33  33

農林水産 54 54

商  工 23 23

土  木 40 42 2

民  生 38 33 ▲5

衛  生 53 53

計 392 376 ▲16

<参考> 

人口１万人当たり職員数 

91.10 人

 

教 育 部 門 62 61 ▲1
 

消 防 部 門 97 101 4

小  計 551 538 ▲13

<参考> 

人口１万人当たり職員数 

130.35 人

（類似団体の人口１万人当たり

の職員数 94.６6 人） 

公
営
企
業
等 

 
 

 
 

会
計
部
門 

病  院 16 16  

退職不補充による減員 

水  道 35 32 ▲3

交  通 5 5

そ の 他 38 38

小  計 94 91 ▲3

合  計 
645

[911]

629

[911]

▲16

[0]

<参考> 

人口１万人当たり職員数 

152.40 人

 

※  職員数は一般職に属する職員数です。 
※  [     ]内は、条例定数の合計です。 

 

 



（２）年齢別職員構成の状況（平成２4 年４月１日現在） 
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5年前の構成比

 

 

区 分 

20

歳 

 

 

未満 

20

歳 

～ 

23

歳 

24

歳 

～ 

27

歳 

28

歳 

～ 

31

歳 

32

歳 

～ 

35

歳 

36

歳 

～ 

39

歳 

40

歳 

～ 

43

歳 

44

歳 

～ 

47

歳 

48

歳 

～ 

51

歳 

52

歳 

～ 

55

歳 

56

歳 

～ 

59

歳 

60

歳 

 

 

以上

計 

職員数 
人 

 1 

人 

24 

人

45 

人 

33 

人

54

人

95

人

76

人

62 

人

66 

人 

85 

人 

85 

人

 3

人

629

 

（３）職員数の推移 

（単位：人・％）  

年度 H19 年 H20 年 H21 年 H22 年 H23 年 H24 年 
過去５年間 

の増減数（率）

一般行政 480 439 413 411 392 376 ▲21.67（％）

教育 62 58 58 61 62 61 ▲1.61（％）

消防 97 98 100 96 97 101 4.12（％）

普通会計計 639 595 571 568 551 538 ▲15.81（％）

公営企業会計計 97 96 101 96 94 91 ▲6.19（％）

総合計 736 691 672 664 645 629 ▲14.54（％）

※  各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。 

 

 



８ 公営企業職員の状況 
 

（１）水道事業 
 

① 職員給与費の状況 

ア 決算 

区 分 
総費用  

Ａ 
純損益又は実質収支

職員給与費 

Ｂ

総費用に占める 

職員給与費比率 Ｂ／Ａ

２３年度 5 億６２０万９千円  ２,９３６万７千円 9,5５８万７千円      １８．８％ 

 

 

区 分 
職員数 

Ａ 

給   与   費 １人当たり

給与費 

Ｂ／Ａ 給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計  Ｂ 

２３年度 15 人 6,3５７万２千円 ８２７万５千円 23,７４０千円 9,5５８万７千円 63７万 2 千円

※ 職員手当には退職手当を含みません。 

※  職員数は平成２４年３月３１日現在の人数です。 

 

イ 給与の抑制措置 

  ・職員の給料の１０％引き下げ 

平成１８年４月１日から平成２１年３月３１日までの３か年間実施 

 

 

 

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２４年４月１日現在） 

 

区   分 平均年齢      基本給 平均月収額 

五 島 市 ４３．２歳 ３７３，７７２円 ５３１，０３８円 

市町村団体平均 ４５．４歳 ３５８，０４３円 ５２８，３１６円 

※ 基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合計額です。 

※ 平均月収額には、期末・勤勉手当を含みます。 

 

③ 職員の手当の状況 

ア  期末手当・勤勉手当 

企  業  職 五島市（企業職を除く） 

１人当たり平均支給額（平成２３年度） 
１５８万２千円 

１人当たり平均支給額（平成２３年度） 
１４7万3千円 



（平成２３年度支給割合） 
  期末手当      勤勉手当 
  ２．６０ 月分  １．３５月分 
  (１．４５)月分  (０．６５)月分 

（平成２３年度支給割合） 
  期末手当      勤勉手当 
  ２．６０ 月分  １．３５月分 
  (１．４５)月分  (０．６５)月分 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算    ５～１５％ 

 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
・役職加算    ５～１５％ 

 

※ (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

イ  退職手当（平成２４年４月１日現在） 

企  業  職 五島市（企業職を除く） 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年 

勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分 勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分

勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分 勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分

勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分 最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分

 その他の加算措置 

 ・定年前早期退職特例措置 （２%～２０%加算）

  

 その他の加算措置 

 ・定年前早期退職特例措置 （2%～20%加算）

   

１人当たり 

平均支給額 

自己都合 勧奨・定年 

４５０万 1 千円 ２，２１２万２千円

※ 五島市は、長崎県市町村総合事務組合の退職手当事業に加入しており、支給率は同組合の支給条例に基づ

くものです。なお、退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２２年度に退職した全職種に係る職員に支

給された平均額です。 

 

 

 

ウ  時間外勤務手当 

支給実績（平成２３年度決算） １６５万３千円

職員１人当たり平均支給年額（平成２３年度決算） １１０千円

 

エ  その他の手当（平成２４年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 

一般行

政職の

制度と

の異同

一 般 行 政

職 の 制 度

と 異 な る

内容 

支給実績（2３

年度決算） 

支給職員１人

当たり平均支

給年額(2３年

度決算) 

扶養手当 

配偶者             13,000 円

同じ  370 万７千円 247,100 円
配
偶
者
以
外 

配偶者以外の扶養親族     6,500 円 

配偶者のいない職員の扶養親族のうち１人 

11,000 円

満16歳の年度初めから満22歳の年度末ま

での子          5,000 円加算 



住居手当 
借家・借間居住職員（月額 12,000 円を超える

家賃を支払っている職員）  27,000 円以内
同じ  159万9千円 114,200 円

通勤手当 

交通機関を利用して通勤する職員(2km 以上) 

55,000 円以内
同じ  68 万 5 千円 42,800 円

自動車等交通用具を使用して通勤する職員

(2km 以上・使用距離に応じて) 27,100 円以内

管理職手

当 

管理又は監督の地位にある職員 

・課長級：給料月額の 12％ 

・課長補佐級：給料月額の 8％ 

(※ただし、H17.4.1 からＨ23.3.31 までの間

12%は 10%、8%は 7%で支給する) 

同じ  60 万 1 千円 600,336 円

 


